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■ 第 3 期総合戦略を策定
■ 「飛龍」がソフトボール大会優勝
■ 丹波中式自己調整学習
■ 6 月からタバスキースポーツクラブ

6
2026

トピックス

任期１期目最終年の抱負

人気です！タバスキーガチャ

人口と世帯（5 月 1 日現在）

人口 497
世帯 289

男
256

女
241

　
「
村
民
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
、
い
つ
ま
で
も
続

く
村
」
を
掲
げ
、
令
和
5

年
6
月
に
就
任
し
て
か
ら

早
く
も
3
年
が
経
ち
ま
し

た
。
村
内
を
気
軽
に
移
動

で
き
る
送
迎
車
両
の
導
入

や
、
中
学
卒
業
時
に
子
ど

も
の
未
来
を
支
援
す
る
基

金
の
設
置
な
ど
、
公
約
に

掲
げ
た
こ
と
を
一
つ
ひ
と

つ
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た

が
、
ま
だ
道

半
ば
の
も
の

も
あ
り
ま

す
。
残
り
１

年
で
こ
れ
ら

を
着
実
に
形

に
し
て
い
き

ま
す
。

　
長
く
役
場

職
員
と
し
て

勤
め
た
た

　子どもだけでなく大人にも広がる「ガチャブー
ム」。丹波山村では、道の駅たばやまとのめこい湯
に設置している「タバスキーガチャ」が人気です。
1 回 400 円で出てくるカプセルの中身は、タバス
キーのチェーンストラップ。季節に合わせた衣装の
タバスキーなど、これまでに約 50 種類が登場。新
作を楽しみにしているファンや、全種類制覇を目指
す人もいるのだとか。役場のカウンターにも展示し
てありますので、お気に入りを見つけてみてくださ
い。

め
、
着
任
当
初
は
職
員
の

目
線
で
物
事
を
考
え
て
し

ま
っ
て
い
た
こ
と
も
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
良
か
っ
た
面
も
あ
り

ま
す
が
、
村
長
と
し
て
の

目
線
は
職
員
の
目
線
と
は

全
く
違
い
ま
す
。
こ
の
3

年
間
、
積
極
的
に
山
梨
県

内
外
に
出
向
き
、
全
国
の

首
長
と
会
っ
て
話
を
し
て
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（１）

保育所、中学校、老人クラブによる花の種まき交流会が 5 月 11 日に丹波中学校校庭で開かれました。五月晴れの空の下、声を掛け合いながらマリー
ゴールドと百日草の種をポットに植え、水やりをしました。

今月の
 タバスキー村長室から

き
ま
し
た
。
自
治
体
の
規

模
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、

自
分
の
ま
ち
の
未
来
を
真

剣
に
考
え
、
行
動
し
て
い

る
人
か
ら
は
い
つ
も
良
い

刺
激
を
受
け
ま
す
。ま
た
、

首
長
の
「
先
輩
」
が
力
を

貸
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
も

あ
り
、
人
と
の
つ
な
が
り

と
い
う
の
は
本
当
に
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
働
く
職
員
の
大
変
さ
も

理
解
し
て
い
ま
す
し
、
村

を
良
く
し
て
い
こ
う
と
工

夫
を
し
て
頑
張
っ
て
く
れ

て
い
る
の
も
分
か
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
職
員
と
と

も
に「
住
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

連携協定を締結している島根県海士町の大江和彦
町長と＝令和 7 年 1 月 16 日、都内
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かせぐ つながる まもる はぐくむ

（２）

　
奥
多
摩
町
ス
ポ
ー
ツ
協

会
主
催
の
「
第
82
回
春
季

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が

4
月
19
日
に
奥
多
摩
町
内

で
行
わ
れ
、
丹
波
山
村
の

優勝旗を手に記念撮影する「飛龍」のメンバー＝ 4 月 19 日、
奥多摩町登計原山村広場運動公園

チ
ー
ム
「
飛
龍
」、

春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で

優
勝
！

丹波山村は、長期計画「第５次総合計画」に基づき、人口減少を前提としながらも自立し
た経済基盤の確立や自然環境の保全、交流促進に取り組むため、第３期総合戦略を策定し
ました。令和８年度からの５年間を計画期間とし、持続可能な村づくりのために必要な４
つの基本目標を掲げて、戦略的・計画的に施策を進めていきます。

自然資源や観光資源を生かした新た
な産業モデルの構築、商品開発を行
い、産業を活性化し、地域経済を豊
かにします。

村への移住や、二地域居住の促進、
関係人口の拡大を図ります。村の PR
強化、他自治体との連携、都市地域
との交流、産官学金労言の各界との
協力・共創を推進します。

水源地として多摩川源流の環境保全
に取り組み、SDGs の考えに基づいた
環境活動を推進していきます。防災・
減災対策や、インフラの整備、安全
で安心して暮らし続けられる村づく
りを進めます。

すべての住民が幸福を感じ、「住み続
けたい」と思える村づくりの実現に
向け、子育て・医療・介護・福祉・
教育サービスの充実を図ります。

1地域資源を生かした高付加価値
型の産業創出や商品開発
2起業・第二創業の支援及び企業
等の誘致
3地域の人材育成と労働環境基盤
の整備
4自主財源の確保と持続可能な財
政経営

1移住・二地域居住の推進による
地域の構成員の獲得
2「ふるさと住民」「オフィシャル
アンバサダー」等関係人口の獲
得と交流の活発化
3 SNSや動画、デジタルツールも
活用した情報発信の強化
4小さな村 g7 サミットをはじめ
とした広域的自治体間連携の促
進
5多種多様な人・業界との連携に
よるにぎわいづくり

1多摩川源流の自然環境保全と
SDGs の推進
2防災・減災対策の強化、インフ
ラの維持管理
3空き家・公有財産の活用
4地域交通や買い物環境の維持・
確保

1結婚・出産・子育ての希望をか
なえられる切れ目ない支援

2コミュニティ・スクールの推進
と特色ある教育活動の実践

3世代間交流の活発化と伝統文化
の継承

4心と身体の健康のためのケア体
制の強化と健康寿命の延伸

⚫村の自然資源や文化を生かした新
たな商品開発の支援とブランド化の
推進
⚫起業・第二創業希望者向け相談窓
口の設置（ワンストップ化）
⚫ふるさと納税、企業版ふるさと納
税の推進による寄附金収入の確保
　　　　　　　　　　　　　　など

⚫︎移住・二地域居住に関するワンス
トップ相談体制の整備
⚫多様な主体が参画する交流イベン
トの開催　など

⚫環境保全、SDGs の推進に向けた啓
発活動の実施
⚫住民参加型の防災訓練の実施
⚫村民タクシーの稼働率向上と持続
可能な運営体制づくり　など

⚫出会いイベントの開催
⚫コミュニティ・スクールの活動推
進
⚫住民の健康状態の把握と個々に応
じた継続的な健康支援の推進　など

主な事業内容

基本的方向

主な事業内容

基本的方向

主な事業内容

基本的方向

主な事業内容

基本的方向

ス
ギ
花
粉
の
少
な
い
森
へ

植
え
替
え
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

森
林
所
有
者
を
募
集
し
ま
す

　

麻
し
ん
の
感
染
者
数

は
、
令
和
5
年
以
降
増
加

し
て
お
り
、
本
年
は
、
前

年
の
報
告
数
を
上
回
る
勢

い
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

麻
し
ん
は
、
感
染
力
が
非

常
に
強
く
、
空
気
感
染
も

す
る
た
め
、
手
洗
い
や
マ

ス
ク
の
着
用
だ
け
で
は
感

染
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
最
も
有
効
な
予
防

方
法
は
、予
防
接
種
で
す
。

２
回
の
接
種
で
ほ
ぼ
確
実

　
丹
波
山
村
で
は
、
ス
ギ

花
粉
の
発
生
源
で
あ
る
ス

ギ
の
人
工
林
の
植
え
替
え

を
進
め
、「
伐
っ
て
、使
っ

て
、
植
え
て
、
育
て
る
」

と
い
う
森
林
資
源
の
循
環

利
用
の
サ
イ
ク
ル
を
確
立

さ
せ
な
が
ら
花
粉
の
少
な

い
森
林
に
転
換
し
て
い
く

「
花
粉
発
生
源
対
策
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。
本
事
業

は
、
行
政
と
森
林
・
林
業

関
係
者
等
が
一
体
と
な
っ

ニュース
News

今月の

第３期　まち・ひと・しごと
創生総合戦略を策定

1基本
目標 2基本

目標 3基本
目標 4基本

目標

に
予
防
で
き
ま
す
。
定
期

接
種
（
2
回
）
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　
麻
し
ん
と
思
わ
れ
る
症

状
が
あ
る
場
合
は
、
他
の

人
と
の
接
触
を
極
力
避
け

（
公
共
交
通
機
関
の
利
用

は
控
え
て
）、
早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
受
診
す
る
時
は
、

事
前
に
電
話
で
症
状
を
伝

え
、
医
療
機
関
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

て
取
り
組
む
も
の
で
、
次

の
3
条
件
を
全
て
満
た
す

森
林
の
所
有
者
を
募
集
し

ま
す
。
詳
細
は
、
振
興
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

①
ス
ギ
を
主
体
と
し
た
林

齢
50
年
生
以
上
の
人
工
林

②
木
材
の
搬
出
が
可
能
な

森
林

③
直
近
10
年
間
で
造
林
補

助
金
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
森
林 

「
麻
し
ん
（
は
し
か
）」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
流
行
し
て
い
ま
す

★麻しん（はしか）とは

★予防接種

【問い合わせ先】住民生活課　☎０４２８−８８−０２１１

症　　状 発熱、上気道炎症状（咳、鼻汁、のどの痛みなど）、結膜炎症状（目ヤニ、結
膜の充血など）等が現れます。2～3日後に39度以上の高熱と発疹が出て
きます。中耳炎・肺炎を合併しやすく、まれに脳炎も発症することがあります。

感染経路 麻しんウイルスによる空気感染、飛沫感染、接触感染
感染可能期間 発症日の1日前から解熱後 3日間を経過するまでの期間

定期接種 １期…生後1２カ月月から生後 24カ月に至るまでの間
２期…5歳以上7歳未満で、小学校就学前の1年間

任意接種 これまでに麻しんの予防接種を受けたことがない、または麻しんに感染したこ
とがない方は、任意での予防接種をご検討ください。接種歴は母子健康手帳
で確認できます。接種の有無、感染の有無が分からない場合は、抗体検査で
確認できます。

チ
ー
ム
「
飛
龍
」
が
優
勝
。

高
い
守
備
力
と
機
動
力
を

発
揮
し
、
準
優
勝
だ
っ
た

昨
年
秋
の
大
会
の
雪
辱
を

果
た
し
ま
し
た
。
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地域活性化起業人

（３）

　
サ
ミ
ッ
ト
株
式
会
社
で

は
、
丹
波
山
村
と
締
結
し

た
「
地
方
創
生
に
関
す
る

包
括
連
携
協
定
」
に
基
づ

き
、
昨
年
10
月
か
ら
丹
波

山
村
へ
の
ネ
ッ
ト
ス
ー

パ
ー
の
配
達
を
始
め
、
現

在
は
月
・
水
・
金
曜
の
週

3
日
、武
蔵
野
緑
町
店（
武

蔵
野
市
）
か
ら
お
届
け
し

て
い
ま
す
。
新
た
な
試

み
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
ス
ー

パ
ー
の
配
達
車
の
帰
り
の

便
を
活
用
し
て
村
内
で
収

穫
し
た
ワ
ラ
ビ
を
運
び
、

4
月
25
日
か
ら
店
頭
で
の

販
売
を
始
め
ま
し
た
。
今

　

利
き
酒
師
を
お
招
き

し
た
「
丹
波
山 

春
の

S
A
K
E
テ
ラ
ス
」
を

4
月
25
日
に
鴨
沢
文
岳
館

で
開
き
ま
し
た
。
か
つ
て

鴨
沢
の
銘
酒
「
双
鴨
」
を

造
ら
れ
て
い
た
酒
井
酒
造

の
ご
子
息
で
あ
る
酒
井
智

生
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺

い
、
7
種
類
の
日
本
酒
の

飲
み
比
べ
を
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
商

サ
ミ
ッ
ト
武
蔵
野
緑
町
店
の
店

頭
に
並
ん
だ
丹
波
山
村
産
の

ワ
ラ
ビ

「
丹
波
っ
こ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
ま
し
た

丹
波
山 

春
の
S
A
K
E
テ
ラ
ス
を
開
催
し
ま
し
た

スーパーサミットで
　　　　　　丹波山村産のワラビを販売

地域おこし協力隊通信

　
丹
波
中
学
校
で
は
、
学

校
教
育
目
標
「
ホ
ン
モ
ノ

に
挑
み　
他
者
と
協
働
し

な
が
ら
自
分
を
伸
ば
し
、

自
己
実
現
へ
と
踏
み
出

す
」
の
も
と
、
丹
波
山
村

の
特
色
あ
る
教
育
「
丹
波

山
式
ゆ
る
イ
エ
ナ
教
育
」

の
構
築
を
目
指
し
た
「
丹

波
中
教
育
」
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
中
核
と
な
る
の

が
「
丹
波
中
式
自
己
調
整

学
習
」
で
す
。
生
徒
一
人

ひ
と
り
が
学
習
目
標
や
方

法
、
進
度
を
自
ら
決
め
る

「
自
己
調
整
」、
オ
リ
ジ
ナ

ル
学
習
シ
ー
ト
「
Ｔ
Ａ
Ｂ

Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
」
を
活
用
し
た

学
習
計
画
と
振
り
返
り
に

よ
る
主
体
的
な
学
び
、
異

学
年
合
同
授
業
や
、
県
内

の
中
学
校
・
横
浜
の
大
学

生
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
、
複
数
教
員
に
よ
る

チ
ー
ム
指
導
な
ど
に
よ
る

協
働
的
な
学
び
を
３
つ
の

柱
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
校
教
員
が

小
学
校
の
授
業
を
担
当
す

る
取
り
組
み
も
行
い
、
小

中
学
校
の
学
び
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
生
徒
主

体
の
学
校
行
事
運
営
や
探

究
活
動
、
さ
さ
ら
獅
子
舞

や
味
噌
作
り
な
ど
地
域
文

化
を
生
か
し
た
体
験
学
習

に
も
取
り
組
み
、
村
全
体

で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

支
え
て
い
ま
す
。

　
丹
波
中
学
校
の
３
年
生

２
人
は
４
月
14
日
〜
17

日
、
修
学
旅
行
へ
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
の
修

学
旅
行
は
、
生
徒
自
身
が

村の子どもたち

スポーツ教室でサッカーをする子どもたち＝ 4 月 30 日、
村民グラウンド

後
、
夏
野
菜
や
キ
ノ
コ
な

ど
も
取
り
扱
っ
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
地
域
活
性
化
起
業
人

　
　
　
　
　

 

内
山
健
太
）

工
会
な
ど
の
出
店
も
あ

り
、
に
ぎ
や
か
な
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　

鴨
沢
文
岳
館
の
活
動

は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

発
信
し
て
い
ま
す
。
飲
み

物
の
販
売
も
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

行
き
先
や
行
程
の
企
画
に

大
き
く
関
わ
り
、
自
ら
考

え
な
が
ら
準
備
を
進
め
ま

し
た
。

　
例
年
は
車
で
三
島
駅
ま

で
向
か
い
新
幹
線
に
乗
り

ま
す
が
、
今
年
は
青
梅
駅

か
ら
東
京
駅
へ
向
か
い
、

関
西
方
面
へ
出
発
。
兵
庫

県
で
は
震
災
に
つ
い
て
学

ぶ
た
め
、
神
戸
市
の
震
災

関
連
施
設
を
見
学
し
ま
し

た
。

　
大
阪
で
は
ピ
ー
ス
お
お

丹波山式ゆるイエナ推進プロジェクトマネージャーを募集
丹波山村では、村が目指す教育のあり方として新たに掲げた「丹波山式ゆるイエナ」
を推進していくため、令和 8 年 7 月から地域プロジェクトマネージャーとして勤務
していただける方を募集しています。詳細は、採用ページをご覧ください。

　
丹
波
っ
こ
ス
ポ
ー
ツ
教

室
を
4
月
30
日
に
開
催

し
、
12
人
の
小
学
生
と
一

緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
ま
し

た
。
い
つ
も
の
丹
波
っ
こ

く
ら
ぶ
と
は
違
う
雰
囲
気

に
最
初
は
少
し
緊
張
し
て

い
る
様
子
も
見
ら
れ
ま
し

た
が
、子
ど
も
た
ち
は
元・

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
コ
ー
チ

で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

佐
藤
コ
ー
チ
の
問
い
か
け

に
一
生
懸
命
考
え
て
答
え

た
り
、
ゴ
ー
ル
を
決
め
た

ら
全
員
で
ハ
イ
タ
ッ
チ
を

し
て
喜
ん
だ
り
し
て
い
ま

し
た
。

中
学
生
の
居
場
所
づ
く
り

を
始
め
ま
す
！

　
今
年
度
か
ら
、
中
学
生

を
対
象
と
し
た
居
場
所
支

援
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

「
家
以
外
に
も
落
ち
着
け

る
場
所
が
ほ
し
い
」「
勉

強
だ
け
で
な
く
遊
べ
る
場

所
も
ほ
し
い
」
と
い
う
声

を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
が

放
課
後
に
気
軽
に
立
ち
寄

り
、
宿
題
や
勉
強
だ
け
で

な
く
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や

会
話
を
通
し
て
安
心
し
て

過
ご
せ
る
場
づ
く
り
を
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
考

え
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
。
地
域
全
体
で
中
学
生

を
見
守
り
、
支
え
て
い
け

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
！

さ
か
や
道
頓
堀
を
訪
れ
、

奈
良
で
は
東
大
寺
、
興
福

寺
公
園
、
法
隆
寺
を
見

学
。
京
都
で
は
伏
見
稲
荷

大
社
や
金
閣
寺
、
京
都
鉄

道
博
物
館
を
訪
れ
、
歴
史

や
文
化
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　
２
人
は
４
日
間
で
多
く

の
学
び
や
発
見
を
得
た
よ

う
で
、
自
分
た
ち
で
考
え

行
動
す
る
力
を
深
め
る
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

丹波中３年生が関西方面へ修学旅行

丹
波
中
式
自
己
調
整
学
習

く
だ
さ
い
。

（
地
域
お
こ

し
協
力
隊　

髙
橋
真
生
）
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…………………………………………
6 月からタバスキースポーツクラブ
…………………………………………
毎月第２、第４水曜日の午後 6 時 30 
分から、村民の方を対象に、丹波中学
校体育館でタバスキースポーツクラブ
を開催します。初回は 6 月10 日 ( 水 )
です。日頃の運動不足の解消やリフ
レッシュにぜひご利用ください。体育
館履きの持参をお願いします。

【問い合わせ先】教育委員会 0428-
88-0211
…………………………………………
歯っぴい 8020・6024 表彰者を募集
…………………………………………
健やかな心と体を育むためには、歯と
口の健康づくりが重要です。「山梨県
歯と口の健康週間」（6 月 4 日～10 
日）に合わせ、丹波山村では、80 歳
以上で 20 本以上、60 歳以上で 24 
本以上自分の歯がある方を表彰しま
す。該当される方は、5 月 29 日 ( 金 )
から 6 月 5 日 ( 金 ) の間に住民生活
課までご応募ください。
…………………………………………
6 月 9 日に「ふれあい昼食会」
…………………………………………
食生活改善推進員会では、上組・中組・
下組の 65 歳以上の方を対象に「ふれ
あい昼食会」を 6 月 9 日 ( 火 ) 午前
11 時 30 分から丹波小学校体育館下
和室で開きます。参加を希望する方
は、6 月 4 日 ( 木 ) までに住民生活課
までお申し込みください。なお、当
日参加できない 70 歳以上の方には、

が破壊され、薬物を手に入れようと窃
盗や強盗などの犯罪を起こすなど、自
分や大切な人の人生を壊してしまうも
のです。薬物乱用の恐ろしさを正しく
理解するとともに、身近な人の薬物乱
用に気付いたときには、勇気をもって
ご相談ください。

【相談先】富士・東部保健所衛生課 
0555-24-9033
…………………………………………
老老介護・認認介護の相談は地域
包括支援センターへ
…………………………………………
日本では、65 歳以上の要介護者を
65 歳以上の家族（夫や妻、子ども）
が介護する「老老介護」が介護全体の
5 割を超えています。また、認知症の
方を介護する介護者も認知症を発症す
る「認認介護」状態もあり、第三者に
よる早急なケアが必要です。

地域包括支援センターは、高齢者や障
害者の総合相談窓口です。ひとりで抱
え込まず、介護者自身の健康を守るた
めにも、周囲の人に頼ったり、地域包
括支援センターにご相談ください。
…………………………………………
後期高齢者歯科健診を受けましょう
…………………………………………
令和 8 年度に 76 歳、80 歳、85 歳
になる方（丹波山村に住民登録のある
方）を対象とした「後期高齢者歯科健
診」を行います。問診と、歯・歯肉の
健診で口腔内の健康状態を確認しま
す。6 月1 日から来年 3 月31 日まで、
丹波山村歯科診療所で無料で受けら
れます。対象の方には、5 月下旬に案
内をお送りしますので、ぜひ受診しま
しょう。

配食があります。
…………………………………………
6 月 11 日に里親説明会
…………………………………………
里親制度に関する説明会・個別相談会
を、6 月 11 日 ( 木 ) 午前 11 時から
午後 3 時まで、丹波山村役場 2 階大
会議室で開きます。里親制度は、⾧期
間だけでなく、数日、数カ月といった
短い期間で子どもの療育を担っていた
だくこともできます。参加は無料です
ので、お気軽にご参加ください。

【問い合わせ先】里親支援センター さ
ざんか 0554-22-4806（葛葉学園）
…………………………………………
7 月 2 日に社会科見学＆買い物ツアー
…………………………………………
7 月 2 日 ( 木 ) に実施する社会科見学
＆お買い物ツアーの参加者を募集して
います。今回は、ハーブ庭園 旅日記 
勝沼庭園を訪れます。募集人数は 20 
人（先着順）。参加を希望される方は、
6 月１２日 ( 金 ) までに住民生活課へ
お申込みください。
…………………………………………
薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」
…………………………………………
国及び県では、6 月 20 日 ( 土 ) から
7 月 19 日 ( 日 ) まで、薬物乱用防止
を目的に「ダメ。ゼッタイ。」普及運動
を行います。薬物乱用とは、「たった
一度」でも決められたルールを守らず
に薬物を使うことをいい、医薬品も本
来の目的以外に使えば、薬物乱用です。
薬物は、たった一度の使用でも脳や体

お知らせ　Information

【場所】丹波山村役場２階大会議室
【時間】15:00 ～17:00
【内容】	 5 日㈮	 囲碁・将棋・健康麻雀
	 12 日㈮	 読書の会
	 19 日㈮	 塗り絵・スケッチ
	 26 日㈮	 手芸・編み物

日 月 火 水 木 金 土
31 1

軽自動車税、国民健康
保険税（第1期）、
簡易水道・下水道使用
料（3・4月分）納期限

2 3 4 5
カルチャークラブ

6

 燃えるゴミ  カン  プラスチック  ビン  燃えるゴミ

7 8 9
6月定例議会開会
鴨沢出張診療所診察日
ふれあい昼食会

10
タバスキースポーツ
クラブ

11
里親説明会

12
カルチャークラブ

13

 燃えるゴミ  ペットボトル  ミックス紙  ダンボール  燃えるゴミ

14 15 16 17 18 19
カルチャークラブ

20

 燃えるゴミ  雑誌  燃えるゴミ  粗大ゴミ  燃えるゴミ

21 22 23
行政・人権・心配ご
と相談

24
タバスキースポーツ
クラブ

25
健診結果説明会

26
カルチャークラブ
移住出張相談

27

 燃えるゴミ  カン  燃えるゴミ  新聞  燃えるゴミ

28 29 30
献血　

1 2 3 4

 燃えるゴミ

カレンダー
ゴミ分別収集日程表6月

※小学生以下のお子さまが参加される場
合は、ぜひ保護者の方もご参加ください。
※手芸、編み物は材料をご持参ください。

丹波山カルチャークラブは 3 年目に突入しました。
リクエストにお応えして、夜に写経をします。参加を希望される方は、
6 月 5 日㈮までに電話または QR コードから申し込みをお願いします。

【参加費】300 円（写経用紙代、当日  現金で支払い）
【持ち物】筆ペン

12 日㈮　18:00 ～20:00　写経

入退室自由・
村民なら誰でも参加 OK！

カルチ
ャークラブ 小学生向け　『タオルハンカチで

作る簡単ペットボトルホルダー』
【持ち物】◎タオルハンカチ
◎スナップボタン　◎裁縫道具
※材料は各自持参してください。

【問い合わせ先】
教育委員会 0428-88-0211


